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分岐流路を有する消失模型鋳造法における湯流れ

○頃安貞利

消失模型鋳造法における湯流れの基礎を得ることを⽬的とし， 例として分岐流路を有する発泡ポリスチレン模型を⽤いて鋳造実験を⾏
い，棒状のESP模型の場合との流動⻑の⽐較検討を⾏った．さらに湯流れ解析を⾏い，溶湯流動⻑の実験結果と⽐較検討した．
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